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標準的応用例

10：1調光付き
広い入力電圧範囲の

500mA降圧LEDドライバ

2個の直列赤色LED用50/500mAドライバ 2個の赤色LEDの場合の効率（L = 10μH、900kHz） 
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特長
■ 広い入力電圧範囲：3.6V～36V動作
■ 抵抗で調整可能なスイッチング周波数：400kHz～2.2MHz
■ 短絡およびオープンLED保護
■ スイッチ電流センス抵抗を内蔵
■ 外付け抵抗でLED電流を設定、ピンで10:1調光比を選択
■ 50mA/500mAのLED電流設定
■ キャッチ・ダイオード電流センスによって高入力電圧時の 

暴走を防止
■ 熱特性が改善された小型10ピンDFN（2mm×3mm） 

およびMSOP-10パッケージ 

アプリケーション
■ 自動車用信号照明
■ 産業用照明
■ 定電流源、定電圧源

概要
LT®3592は、定電流源として動作するように設計された固定
周波数降圧DC/DCコンバータです。外付けセンス抵抗によっ
て出力電流をモニタし、正確な電流レギュレーションが可能
なので、高電流LEDのドライブに最適です。出力電流は外部
信号を使用して10:1で調光可能なので、夜間ブレーキ･ライト
に適しています。

高いスイッチング周波数にはいくつかの利点があり、小型のイ
ンダクタやセラミック･コンデンサを使用可能にします。LT3592

の10ピンDFNリードレス表面実装パッケージに小型部品を組
み合わせることにより、代替ソリューションに比べてスペースと
コストを削減します。固定スイッチング周波数と低インピーダ
ンスのセラミック･コンデンサにより、出力リップルが低く予測
可能です。

LT3592は入力電圧範囲が3.6V～36Vと広く、様々なアプリ
ケーションで使用できます。電流モードPWMアーキテクチャ
により、高速過渡応答とサイクルごとの電流制限を実現しま
す。また、サーマル･シャットダウンにより、さらなる保護を提供
します。

、LT、LTCおよびLTMはリニアテクノロジー社の登録商標です。
他の全ての商標はそれぞれの所有者に所有権があります。
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絶対最大定格　（Note 1） 

VIN、BRIGHTの電圧 ............................................... −0.3V～36V 
BOOSTの電圧 ......................................................................60V 
SWピンを超えるBOOST .....................................................30V 
CAP、OUTの電圧（OUT ≤ CAP） ............................................30V 
VFBの電圧 ..............................................................................4V 
RTの電圧 ................................................................................6V 

TOP VIEW

DDB PACKAGE
10-LEAD (3mm × 2mm) PLASTIC DFN
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θJA = 76°C/W, θJC = 13.5°C/W 

EXPOSED PAD (PIN 11) IS GND, MUST BE SOLDERED TO PCB
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MSE PACKAGE
10-LEAD PLASTIC MSOP  
θJA = 38°C/W, θJC = 8°C/W 

EXPOSED PAD (PIN 11) IS GND, MUST BE SOLDERED TO PCB

ピン配置

発注情報

鉛フリー仕様 テープアンドリール 製品マーキング* パッケージ 温度範囲
LT3592EDDB#PBF LT3592EDDB#TRPBF LDCQ 10-Lead (3mm × 2mm) Plastic DFN –40°C to 125°C

LT3592IDDB#PBF LT3592IDDB#TRPBF LDCQ 10-Lead (3mm × 2mm) Plastic DFN –40°C to 125°C

LT3592EMSE#PBF LT3592EMSE#TRPBF LTDCR 10-Lead Plastic MSOP –40°C to 125°C

LT3592IMSE#PBF LT3592IMSE#TRPBF LTDCR 10-Lead Plastic MSOP –40°C to 125°C

鉛ベース仕様 テープアンドリール 製品マーキング パッケージ 温度範囲
LT3592EDDB LT3592EDDB#TR LDCQ 10-Lead (3mm × 2mm) Plastic DFN –40°C to 125°C

LT3592IDDB LT3592IDDB#TR LDCQ 10-Lead (3mm × 2mm) Plastic DFN –40°C to 125°C

LT3592EMSE LT3592EMSE#TR LTDCR 10-Lead Plastic MSOP –40°C to 125°C

LT3592IMSE LT3592IMSE#TR LTDCR 10-Lead Plastic MSOP –40°C to 125°C
さらに広い動作温度範囲で規定されるデバイスについては、弊社または弊社代理店にお問い合わせください。　*温度グレードは出荷時のコンテナのラベルで識別されます。
鉛フリー仕様の製品マーキングの詳細については、http://www.linear-tech.co.jp/leadfree/ をご覧ください。
テープアンドリールの仕様の詳細については、http://www.linear-tech.co.jp/tapeandreel/ をご覧ください。

SHDNの電圧 .........................................................................VIN 

DAピンの電流（平均） .....................................−1.2A（ソース） 
動作温度範囲 (Note 2、3) 
　LT3592E .........................................................−40℃～125℃
　LT3592I ..........................................................−40℃～125℃
保存温度範囲...................................................−65℃～150℃
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Note 1：絶対最大定格に記載された値を超えるストレスはデバイスに永続的損傷を与える可
能性がある。長期にわたって絶対最大定格条件に曝すと、デバイスの信頼性と寿命に悪影響
を与える可能性がある。

Note 2：LT3592Eは0℃～125℃の接合部温度で性能仕様に適合することが保証されている。 
−40℃～125℃の動作接合部温度範囲での仕様は、設計、特性評価および統計学的なプロセ
ス・コントロールとの相関で確認されている。LT3592Iは−40℃～125℃の動作接合部温度範囲
で動作することが保証されている。接合部温度が125℃を超えると、動作寿命は短くなる。

PARAMETER CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

Minimum Input Voltage l 3.25 3.6 V

Input Quiescent Current in Shutdown Not Switching 
VSHDN = 0.3V

2 
0.1

3 
2

mA 
µA

CAP to OUT Voltage 0.4Ω CAP to OUT 
BRIGHT = 1.4V 
BRIGHT = 0.3V

 

l 

l

 
190 
18

 
200 
20

 
210 
22

 
mV 
mV

DA Pin Current to Stop OSC –0.8 –1 –1.2 A

Switching Frequency RT = 357k 
RT = 140k 
RT = 48.7k

350 
800 
1.9

400 
900 
2.2

450 
1000 
2.5

kHz 
kHz 

MHz

Maximum Duty Cycle RT = 140k 90 94 %

SHDN Input High Voltage 2.3 V

SHDN Input Low Voltage 0.3 V

BRIGHT Input High Voltage 1.4 V

BRIGHT Input Low Voltage 0.3 V

Switch Current Limit (Note 4) l 0.85 1.25 1.5 A

Switch VCESAT ISW = 500mA 300 mV

Boost Pin Current ISW = 500mA 20 30 mA

Switch Leakage Current 1 10 µA

Minimum Boost Voltage (VBOOST – VIN) VOUT = 4V 1.8 2.5 V

Boost Diode Forward Voltage IDIO = 50mA 800 mV

VFB Voltage OUT = CAP = 4V, Bright = 12V l 1.185 1.21 1.235 V

VFB Input Leakage Current VFB = 1.21V l –250 250 nA

Note 3：このデバイスには短時間の過負荷状態の間デバイスを保護するための過温度保護機
能が備わっている。過温度保護がアクティブなとき、接合部温度は最大動作接合部温度を超
える。規定された最高動作接合部温度を超えた動作が継続するとデバイスの劣化または故障
が生じるおそれがある。

Note 4：スイッチ電流測定は出力がスイッチングしていないときに行われる。高いデューティ・サ
イクルではスロープ補償により電流制限が低下する。

電気的特性
lは全動作温度範囲の規格値を意味する。それ以外はTA = 25℃での値。注記がない限り、VIN = 12V、VBOOST = 16V、VOUT = 4V。 （Note 2） 
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標準的性能特性　（注記がない限り、TA = 25℃）

効率（2個の赤色LED、 
L = 10μH、900kHz） 

効率（1個の赤色LED、 
L = 6.8μH、900kHz） 

効率（2個の赤色LED、 
L = 22μH、400kHz）

500mA出力電流の場合の 
最小VINとVOUT、L = 22μH、 
f = 400kHz（LED負荷）

500mA出力電流の場合の 
最小VINとVOUT、L = 6.8μH、 
f = 900kHz（LED負荷）

スイッチ電圧降下と 
スイッチ電流

500mAでのスイッチ電圧降下と 
温度
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低電圧ロックアウトと温度 スイッチング周波数と温度

標準的性能特性　（注記がない限り、TA = 25℃）

ソフトスタート時の電流制限

周波数フォールドバック スイッチ電流制限 スイッチ電流制限

動作波形 動作波形、不連続モード
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標準的性能特性　（注記がない限り、TA = 25℃）

スイッチング周波数と RT

VBRIGHTと VOUT VDIMと VOUT 

昇圧ダイオード電圧と電流
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ピン機能
RT（ピン1）：内部発振器の周波数をプログラムします。抵抗を
RTからグランドに接続します。望みの発振器周波数を設定す
る抵抗値に関しては表1および「標準性能特性」を参照してく
ださい。

BRIGHT（ピン2）：LED電流の10:1の調光比をプログラムするの
に使います。最大光度を指定するにはこのピンを1.4Vより上に
ドライブし、最小光度を指定するには0.3Vより下にドライブし
ます。このピンを150Hzでパルス幅変調し、1×から10×の間の
電流レベルで輝度を制御することができます。

SHDN（ピン3）：スイッチング・レギュレータと内部バイアス回路
をシャットダウンするのに使います。このピンを150Hzでパルス
幅変調し、輝度を制御することができます。

VIN（ピン4）：LT3592の内部回路および内部パワー・スイッチに
電流を供給します。ローカルにバイパスする必要があります。
車載アプリケーションでは、コンデンサをVINからGNDに接続
し、直列インダクタをVINと電源ソースの間に接続し、さらに別
のコンデンサをインダクタの遠くの端からGNDに接続したπ
ネットワークを推奨します。

DA（ピン5）：VINが高くデューティ・サイクルが非常に低いとき
など電流の暴走を防ぐため外部キャッチ・ダイオードの電流
を検出できるようにします。このピンは外部キャッチ・ショット
キー・ダイオードのアノードに接続します。

SW（ピン6）：SWピンは内部パワー・スイッチの出力です。この
ピンはインダクタとスイッチング・ダイオードのカソードに接続
します。

BOOST（ピン7）：入力電圧より高いドライブ電圧を内蔵バイ
ポーラNPNパワー・スイッチに与えます。BOOSTは通常0.1μF

のコンデンサを通してSWピンに接続されます。昇圧機能のた
め内部ショットキー・ダイオードが与えられているので、外部ダ
イオードは不要です。シングルLEDアプリケーションや高い昇
圧電圧を望むときは、BOOSTとCAPの間に外部ショットキー・
ダイオードを接続します。

CAP（ピン8）：降圧コンバータの出力であり、同時にLED電流
検出アンプへの入力です。フィルタ・コンデンサ、インダクタ、お
よび外部LED電流センス抵抗の上端をこのピンに接続しま
す。

OUT（ピン9）：LEDをドライブし、また、LED電流検出アンプの
他方の入力です。このピンをストリングのトップLEDのアノー
ド、外部LED電流センス抵抗の下端、およびVFB抵抗分割器
の上端に接続します。

VFB（ピン10）：出力電圧制御ループの帰還ノード。このノード
をOUTとGNDの間の抵抗分割器に接続して、次式に従って、
降圧コンバータの最大出力電圧を設定します。 

 
VOUT = 1.21•

R1+R2
R2

ここで、R1はOUTとVFBの間に接続し、R2はVFBとGNDの間
に接続します。

露出パッド（ピン11）：グランド。パッケージの下側の露出した
パッド・メタルにより、グランドへの電気的接触とプリント回路
基板への十分な熱的接触の両方が実現されます。最適動作
のため、デバイスを回路基板に半田付けする必要があります。



LT3592

8
3592fc

ブロック図

REG/UVLO

3592 BD

R

S

Q

7

6

BOOST

BATT

4
VIN

SW

5
DA

L1

L2L3

C3

C1

C4

D1

1
RT

RT

11
GNDSHDN

OSC

GND

Q1

10R

R3

BRIGHT
BRAKE

CAP

OUT

VIN

VFB

1.21V

RSENSE

VC
R1

R2

LED1

LED2

–
–
+

R

8

9

10

2

–

+

–

+

–+

3

C2AC2BC2C

gm = 6
R



LT3592

9
3592fc

動作
LT3592は固定周波数の電流モード降圧LEDドライバです。
RTピンからグランドに接続された抵抗によってプログラムされ
る内部発振器が、RSフリップ・フロップをイネーブルし、内部
の1.25Aパワー・スイッチQ1をオンします。アンプおよびコンパ
レータはVINピンとSWピンの間を流れる電流を検出し、この
電流がVCの電圧によって決まるレベルに達するとスイッチを
オフします。VCノードをサーボ制御する誤差アンプは2つの入
力を備えており、一方は電圧測定から、他方は電流測定から
の入力です。

計装アンプはCAPピンとOUTピンの間の外部電流センス抵
抗両端の電圧降下を測定し、この信号を60の利得（「暗」モー
ドのためにBRIGHTを“L”）または6の利得（「明」モードのた
めにBRIGHTを“H”）で増幅し、それを誤差アンプの負入力の
1つに与えます。OUTとグランドの間の外部抵抗分割器の出
力はVFBピンに接続され、誤差アンプの2番目の負入力に与
えられます。高い方の電圧が結局はループを制御しますので、
（LEDドライブの場合のように）電流制御が望まれる回路で
は、望まれる電流レベルで計装アンプの出力がVFBピンより高
くなるように設定されます。電圧帰還ループは、LEDが開放回
路になった場合、出力電圧を制限して回路の損傷を防ぐよう
に働きます。

誤差アンプへの正入力は1.21Vのリファレンスなので、電圧
ループはVFBピンを1.21Vに強制し、電流ループはCAPとOUT

の間の電圧差を「明」モードでは200mVに、「暗」モードでは
20mVに強制します。誤差アンプの出力が上昇すると出力電流
が増加し、誤差アンプの出力が低下すると出力電流が減少し
ます。電流制限はVCノードのアクティブ・クランプによって与

えられ、このノードはSHDNピンにもクランプされます。ソフトス
タートは外部の抵抗とコンデンサを使ってSHDNピンをランプ
させることにより実現されます。

内部レギュレータは制御回路に給電し、VINが3.25Vより低く
なるとスイッチングを禁止する低電圧ロックアウトが備わって
います。SHDNが“L”だと出力が切断され、入力電流は2μAよ
り小さくなります。

スイッチ・ドライバはBOOSTピン入力から動作します。外部
コンデンサと内部ダイオードを使って入力電源より高い電圧
をBOOSTピンに発生させるので、ドライバは内部バイポーラ
NPNパワー・スイッチを完全に飽和させることができ、高効率
動作が実現されます。外部ダイオードを使って、低出力電圧で
BOOSTがさらに効果的にドライブするようにすることができま
す。

OUTピンの電圧が低いと発振器はLT3592の動作周波数を下
げます。この周波数フォールドバックは起動時および過負荷時
の出力電流を制御するのに役立ちます。

降圧回路のキャッチ・ダイオードのアノードはDAピンに接続さ
れており、このデバイスの電流を直接検出します。このダイオー
ドの電流が内部キャッチ・ダイオード電流制限回路によって
設定されるレベルより上になると、発振器周波数が遅くなりま
す。これにより、高いVIN電圧での最小オン時間の制限による
電流暴走が防がれます。この機能は、DAピンとキャッチ・ダイ
オードのアノードをグランドに接続することにより、簡単にディ
スエーブルすることができます。
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発振器
動作周波数は、RTからグランドに接続した外部抵抗によって
プログラムされます。一般に使われる発振器周波数のための
RT値を表1に示します。他の値については「標準的性能特性」
の曲線を参照してください。

アプリケーション情報
「明」モードの電流は次式で与えられます。 

IBRIGHT = 200mV/RSENSE 

「暗」モードの電流は「明」モードの電流の10%です。「明」モー
ドの電流の最大許容DC値は500mAです。900kHzの2個の
LED用アプリケーションで推奨部品値が使われる場合、「明」
の電流と「暗」の電流の間の切替えによって生じる過渡の持
続時間は50μs以下になります。

動作温度の変化につれてLED電流がドリフトするのを防ぐた
め、TCの低いセンス抵抗を使います。

BRIGHTピンは36Vに達する電圧に耐えることができるので、
高電圧アプリケーションであっても安全にVINに接続するこ
とができますが、スレッショルド電圧は低いので（約0.7V）、ロ
ジック・レベルの制御信号にインタフェースすることができま
す。

入力電圧範囲
LT3592の最大許容入力電圧は36Vです。最小入力電圧は
LT3592の約3.6Vの最小動作電圧またはその最大デューティ・
サイクルのどちらかによって決まります。デューティ・サイクルは
内部スイッチがオンしている時間の割合であり、入力電圧と出
力電圧によって決まります。

 
DC =

VOUT + VD
VIN – VSW + VD

ここで、VDはキャッチ・ダイオードの順方向電圧降下（約0.4V）、
VSWは内部スイッチの電圧降下（最大負荷で約0.4V）です。 

表2．インダクタ・メーカー
SUPPLIER PHONE FAX WEBSITE

Panasonic (800) 344-2112 www.panasonic.com/industrial/components/components.html

Vishay (402) 563-6866 (402) 563-6296 www.vishay.com/resistors

Coilcraft (847) 639-6400 (847) 639-1469 www.coilcraft.com

CoEv Magnetics (800) 227-7040 (650) 361-2508 www.circuitprotection.com/magnetics.asp

Murata (814) 237-1431 
(800) 831-9172

(814) 238-0490 www.murata.com

Sumida USA: (847) 956-0666 
Japan: 81(3) 3607-5111

USA: (847) 956-0702 
Japan: 81(3) 3607-5144

www.sumida.com

TDK (847) 803-6100 (847) 803-6296 www.component.tdk.com

TOKO (847) 297-0070 (847) 699-7864 www.tokoam.com

FB抵抗ネットワーク
出力電圧リミットは出力とVFBピンの間に接続した抵抗分割
器を使ってプログラムします。これは、LEDが開放回路になると
出力がクランプされる電圧です。次式に従って抵抗を選択しま
す。

R1 = R2([VOUT/1.21V] – 1)

VOUTが電流制御ループの動作に干渉しないようにVOUTを選
択します。VOUTは選択されたBRIGHT出力電流のための最大
予想LED電圧より少なくとも10%上に設定します。バイアス電
流による誤差を避けるため、R2は20k以下にします。オプション
の22pFの位相リード・コンデンサをVOUTとVFBの間に接続す
ると、軽負荷でのリップルが減少します。

出力電流の選択
出力電流レベルはCAPとOUTの間の外部電流センス抵抗の
値によってプログラムされます。

表1．よく使われる発振器周波数とRTの値
fOSC RT

400kHz 357k

900kHz 140k

2.2MHz 48.7k
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アプリケーション情報
したがって、最小入力電圧は次のようになります。

 
VIN(MIN) =

VOUT + VD
DCMAX

– VD + VSW

ここで、DCMAX = 0.90です。

最大入力電圧はVINピンとBOOSTピンの絶対最大定格に
よって決まります。連続モード動作では、最大入力電圧は、発
振器周波数に依存する最小デューティ・サイクルによって次の
ように決まります。

DCMIN = fOSC • 70nsec

 
VIN(MAX) =

VOUT + VD
DCMIN

– VD + VSW

これは連続モード動作の動作入力電圧に対する制約である
ことに注意してください。回路はVINピンとBOOSTピンの絶対
最大定格までの過渡入力に耐えます。 過負荷状態（短絡や起
動）の間、入力電圧をVINの絶対最大範囲（36V）に制限しま
す。

最小オン時間
LT3592はVIN(MAX)（最大36V）を超える入力電圧でも出力を
適切に安定化しますが、入力電圧の増加に伴い、出力電圧
リップルが増加します。

VIN(MAX) = 24Vに近い2.2MHzの１個の赤色LED用アプリ
ケーションのスイッチング波形を図1に示します。

入力電圧が増加するにつれ、デバイスは短時間だけスイッチ
ングする必要があります。パワー・スイッチをオフするのに伴う
遅延により、デバイスの最小オン時間が支配されます。LT3592

の最小オン時間は約70nsです。入力電圧をVIN = 26Vに上げ
たときのスイッチング波形を図2に示します。

ここで、必要なオン時間は70nsの最小オン時間より短くなって
います。もっと低いデューティ・サイクルの要求に合わせるため
スイッチのパルス幅を狭める代わりに、スイッチのパルス幅は
70nsに固定されたままです。図2で、インダクタ電流は負荷電流
を超える値にまで上昇し、出力リップルは約70mVに増加しま
す。その後、再度スイッチする前に、デバイスは出力電圧がプロ
グラムされた値より下に下がるまでオフ状態に留まります。

負荷が増加した出力電圧リップルに耐えることができ、部品が
適切に選択されていれば、VIN(MAX)近辺の動作は安全で、デ
バイスを損傷することはありません。入力電圧を36Vに上げた
ときのスイッチング波形を図3に示します。

図1．

図2． 図3．

1µs/DIV

VSW
20V/DIV

3592 F01

VOUT
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VSW
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3592 F02

VOUT
50mV/DIV

IL
500mA/DIV

1µs/DIV

VSW
20V/DIV

3592 F03

VOUT
50mV/DIV

IL
500mA/DIV
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アプリケーション情報
入力電圧が増加するにつれ、インダクタ電流がさらに速くラン
プアップし、スキップされるパルスの個数が増加し、出力電圧
リップルが大きくなります。VIN(MAX)を超える動作の場合、部
品に対する唯一の条件は、意図された電圧レベルでの動作に
対して適切に定格が規定されていることです。

ピーク・インダクタ電流が1.2Aを超えない限り、LT3592はこれ
らの条件での長時間動作に耐えるだけ十分堅牢です。この動
作方式では、高電流によるインダクタの飽和により性能がさら
に制限されることがあります。

インダクタの選択と最大出力電流
最初に選択するインダクタの値としては次の値が良いでしょ
う。

 
L = 1.2A •

VOUT + 0.2V + VD( )
ƒ

ここで、VDはキャッチ・ダイオードの順方向電圧降下（約
0.4V）、fはMHzで表したスイッチング周波数、Lの単位はμHで
す。この値では、デューティ・サイクルが50%以上のアプリケー
ションでは低調波発振は生じません。VINがVOUTの3倍を超え
る低デューティ・サイクルのアプリケーションでは、最小インダ
クタ値の目安は次のとおりです。

 
L = 1.7 •

VIN − VOUT − 0.2V( )
VIN − VSW + VD









 •

VOUT + 0.2V + VD( )
ƒ











ここで、VSWはスイッチの電圧降下です（500mAで約0.3V）。
インダクタのRMS電流定格は最大負荷電流より大きくなけれ
ばならず、その飽和電流は約30%大きくなければなりません。
フォールト状態で堅牢な動作を保つには、飽和電流を約1.5A

より大きくします。高い効率を保つには、直列抵抗（DCR）が
0.1Ωより小さいものにします。インダクタ・メーカーのリストを
表2に示します。

もちろん、このように簡単なデザイン・ガイドでは、個々のアプリ
ケーションに最適のインダクタを常に与えるとは限りません。
値を大きくすると最大負荷電流が増加し、出力電圧リップル
が減少しますが、代償として過渡応答が遅くなります。負荷が
500mAより小さい場合、インダクタの値を小さくして高いリッ
プル電流で動作させることができます。この場合、物理的に小
さいインダクタを使うことができます。または、DCRの小さいも
のを使って効率を上げることができます。このデータシートの

「標準的性能特性」のセクションのいくつかのグラフには、い
くつかのよく使われる出力電圧に対して、入力電圧とインダク
タ値の関数としての最大負荷電流が示されています。インダク
タンスが低いと不連続モード動作になることがあります。これ
は受け入れることができますが最大負荷電流がさらに減少し
ます。最大出力電流と不連続モード動作については、「アプリ
ケーションノート44」を参照してください。

キャッチ・ダイオード
負荷電流に依存して、キャッチ・ダイオードD1には500mA

～1Aのショットキー・ダイオードを推奨します。ダイオードの
逆電圧定格は最大入力電圧以上なければなりません。ON 

SemiconductorのMBRA140T3とCentral Semiconductorの
CMMSH1-40は定格連続順方向電流が1A、最大逆電圧が
40Vなので最適です。

入力のフィルタ・ネットワーク
コンデンサしか必要としないアプリケーションでは、X7Rまた
はX5Rタイプの1μF以上のセラミック・コンデンサを使ってVIN

をバイパスします。Y5Vタイプは温度や印加される電圧が変
化すると性能が低下するので使用しないでください。1μFのセ
ラミック・コンデンサはLT3592をバイパスするのに適しており、
容易にリップル電流に対応できます。ただし、入力電源のイン
ピーダンスが高い場合、または長い配線やケーブルによる大
きなインダクタンスが存在する場合、追加のバルク容量が必
要になることがあります。これには性能の高くない（ESRの高
い）電解コンデンサをセラミック・コンデンサに並列に使うこと
ができます。

車載用などアプリケーションによっては、EMI/EMCの要件に
より、追加のフィルタ処理が必要になることがあります。これら
のアプリケーションでは、ちょうどソース電圧のところでグラン
ドに接続したコンデンサ、直列フェライト・ビーズ、および、グラ
ンドへのコンデンサ、直列インダクタ、さらにデバイス・ピンから
グランドに直接接続した別のコンデンサで形成されるπフィル
タによって非常に効果的なEMIフィルタ処理を行うことができ
ます（一例として「ブロック図」を参照）。フィルタ部品の標準的
な値は、C2Cが10nF、L2のフェライト・ビーズが100MHzで約
220Ω、C2Bが3.3μF、L3が10μH、およびC2Aが1μFです。

降圧レギュレータには入力電源から高速の立上りと立下りを
伴うパルス電流が流れます。 
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その結果LT3592に生じる電圧リップルを減らし、非常に高い
周波数のこのスイッチング電流を狭いローカル・ループに閉じ
込めてEMIを抑えるために入力コンデンサが必要です。1μFの
コンデンサはこの役目を果たしますが、それがLT3592とキャッ
チ・ダイオードの近くに配置される場合に限られます（「PCBレ
イアウト」のセクションを参照）。2番目の注意は、入力セラミッ
ク・コンデンサとLT3592の最大入力電圧定格の関係に関する
ものです。入力のセラミック・コンデンサはトレースやケーブル
のインダクタンスと結合して質の良い（減衰しにくい）共振タン
ク回路を形成します。LT3592の回路を給電中の電源に差し込
むと、入力電圧に正常値の2倍のリンギングが生じて、LT3592

の電圧定格を超えるおそれがあります。この状況は、「安全な
活線挿入」のセクションで説明されているように、容易に避け
られます。詳細については、弊社の「アプリケーションノート88」
を参照してください。

出力コンデンサ
ほとんどの2.2MHzのLEDアプリケーションでは、3.3μF以上の
出力コンデンサで十分動作が安定します。900kHzのアプリケー
ションでは、4.7μF以上の出力コンデンサを使います。400kHzの
アプリケーションは22μF以上の出力コンデンサを必要としま
す。最小推奨値は（減衰がいくらか足りないとは言え）許容でき
る過渡応答を与えますが、さらに減衰が必要なら、もしくは望む
なら、もっと大きな値をいつでも使うことができます。

出力コンデンサはインダクタ電流をフィルタして電圧リップル
が小さい出力を発生します。また、このコンデンサは過渡負荷
を満たしてLT3592の制御ループを安定させるためにエネル
ギーを蓄積します。LT3592は高い周波数で動作するので小さ
な出力容量ですみます。さらに、制御ループは出力コンデンサ
の等価直列抵抗（ESR）が大きくても小さくても正常に動作し
ます。したがって、（出力リップルを非常に小さく抑え、回路のサ
イズも小さくできる）セラミック・コンデンサは選択肢の1つにな
ります。

アプリケーション情報
以下の式を使って出力リップルを推算することができます。

 
VRIPPLE =

∆ILP−P
8 • ƒ •COUT

ここで、∆ILP-Pはインダクタのピーク-ピーク間リップル電流で
す。このリップルのRMS成分は非常に低いので、出力コンデン
サのRMS電流定格は通常心配いりません。この成分は次式
を使って計算することができます。

 
IC(RMS) =

∆IL
12

セラミック・コンデンサはサイズが小さくESRが低いので
LT3592のアプリケーションに適しています。ただし、全てのセラ
ミック・コンデンサが同じわけではありません。値の大きなセラ
ミック・コンデンサの多くは質の劣る誘電体を使っており、温
度係数と電圧係数が大きくなります。特に、Y5VとZ5Uのタイ
プは電圧が印加されると、また高温や低温では容量の大きな
部分が失われます。

ループの安定性と過渡応答はCOUTの値に依存するので、この
ような容量の低下を許容できないことがあります。X7RとX5R

のタイプを使ってください。コンデンサ・メーカーのリストを表3

に示します。

出力コンデンサの2つの選択肢について、「明」と「暗」の電流
レベルの間を切り替えたときのLT3592の過渡応答を図4に示
します。出力負荷は2個の直列接続したLuxeon K2赤色LED

です。「暗」の電流は50mA、「明」の電流は500mAです。回路は
900kHzで動作します。上の写真は4.7μFの推奨値の場合を示
しています。2番目の写真は、もっと大きな出力コンデンサによ
り改善された応答を示しています。

表3．コンデンサ・メーカーに関する情報
SUPPLIER PHONE FAX WEBSITE

AVX (803) 448-9411 (803) 448-1943 www.avxcorp.com

Sanyo (619) 661-6322 (619) 661-1055 www.sanyovideo.com

Taiyo Yuden (408) 573-4150 (408) 573-4159 www.t-yuden.com

TDK (847) 803-6100 (847) 803-6296 www.component.tdk.com
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アプリケーション情報

BOOSTピンに関する検討事項
入力電圧より高い昇圧電圧を発生させるため、コンデンサ
C3および（CAPからBOOSTピンに接続された）内部ショット
キー・ダイオードが使われます。外部高速スイッチング・ショッ
トキー・ダイオード（BAS40など）を内部ダイオードと並列に
使ってこの昇圧回路をさらに効果的にすることができます。
ほとんどの場合、0.1μFのコンデンサで昇圧回路はうまく動作
します。最高の効率を得るには、BOOSTピンはSWピンより少
なくとも2.5V高くなければなりません。12Vを超える出力の場
合、0.1μFのコンデンサと（内部ショットキー・ダイオードに並
列に、アノードをCAP、カソードをBOOSTに接続した）外部昇

圧ダイオード（BAS40など）を使います。3.3V～12Vの出力の
場合、0.1μFのコンデンサと内部昇圧ダイオードで効果があり
ます。3V～3.3Vの出力には、0.22μFのコンデンサを使います。
2.5V～3Vの出力の場合、0.47μFのコンデンサと外部ショッ
トキー・ダイオードを、図5aのように接続して使います。もっと
低い出力電圧の場合、外部昇圧ショットキー・ダイオードのア
ノードは入力電圧に接続することができます。この接続では
BOOSTピンの電流が高い電圧からくるので他の接続ほど効
率が良くありません。ユーザーはBOOSTピンの最大電圧定格
を超えないことも確認する必要があります。

図4．出力コンデンサが異なるときのLT3592の過渡負荷応答

図5．昇圧電圧を発生させる2つの回路

VIN

CAP
BOOST

GND

SW

DA
BATT

LT3592

(5a)

D2OPTIONAL

C3

3592 F05a

VIN

CAP
BOOST

GND

SW

BATT

LT3592

(5b)

D2

C3

3592 F05b

DA

100µs/DIV

VSW

VOUT

ILED

100µs/DIV

VSW

3592 F04

VOUT

ILED

C = 4.7µF

C = 10µF



LT3592

15
3592fc

アプリケーション情報
先に説明したとおり、LT3592のアプリケーションの最小動
作電圧は低電圧ロックアウト（UVLO、約3.25V）および最大
デューティ・サイクルによって制限されます。正しく起動するに
は、最小入力電圧が昇圧回路によっても制限されます。入力
電圧がゆっくりランプアップするか、出力が既に安定化してい
る状態でSHDNピンを使ってLT3592をオンすると、昇圧コン
デンサが十分充電されないことがあります。昇圧コンデンサは
インダクタに蓄えられたエネルギーによって充電されるので、
昇圧回路を適切に動作させるには、回路は何らかの最小負
荷電流を必要とします。回路が起動した後はこの最小負荷電
流は通常ゼロになります。500mAの出力電流で起動するのに
必要な最小入力電圧とLED負荷の出力電圧のプロットを図6

に示します。LEDアプリケーションでは、出力電圧は一般に起
動後ダイオードの発熱のため急速に低下しますが、起動電圧
より動作電圧の方が低いので、これは問題ではありません。プ
ロットはVINが非常にゆっくりランプアップするワーストケース
の状態を示しています。もっと低い起動電圧の場合、昇圧ダイ
オードのアノードをVINに接続することができます。ただし、そ
の場合、入力範囲がBOOSTピンの絶対最大定格の半分に制
限されます。

軽負荷ではインダクタ電流は不連続になり、実効デューティ・
サイクルが非常に高くなることがあります。このため最小入力
電圧がVCAPより約400mV高い電圧にまで減少します。もっと
大きな負荷電流ではインダクタ電流は連続しており、デュー
ティ・サイクルはLT3592の最大デューティ・サイクルによって制
限されるので、安定化を維持するにはもっと高い入力電圧が
必要です。

ソフトスタート
SHDNピンを使ってLT3592をソフトスタートさせることがで
きますので、起動時の最大入力電流が減少します。SHDNピ
ンの電圧をランプアップさせるため、このピンは外付けのRC

フィルタを通してドライブされます。ソフトスタート回路を使っ
た場合と使わない場合の起動波形を図7に示します。大きな
RC時定数を選択すると、オーバーシュートなしに、ピーク起動
電流をプログラムされたLED電流まで減らすことができます。
SHDNピンが2.3Vに達したとき20μAを供給できるように抵抗
の値を選択します。

図6．500mAの出力電流で起動するのに必要な入力電圧とLED電圧
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短絡したLEDおよびオープンLEDに対する保護
LEDストリングが短絡した場合、またはどんな理由であれOUT

ピンがグランドに短絡した場合、様々な条件で電流ループが
出力電流を制限するのに役立ちますが、電流ループの動作に
もかかわらず、スイッチ電流が数サイクルにわたってスイッチ
電流リミットに達することがあります。何らかの条件（特に低
温）では、短絡したOUTの出力電流がスイッチ電流制限（これ
は1.5Aに達することがあります）および（OUTがグランドに近
いと作動する）スイッチング周波数フォールドバックによってだ
け制限され、電流制御ループはほとんど、または全く効果があ
りません。周波数フォールドバックにより、また、小さな電流セ
ンス抵抗が短絡したOUTの出力負荷に実際上なるという事
実のため、どちらの場合も総電力損失は非常に低くなります。
ピーク・スイッチ電流とインダクタ電流は高くなりますが、動作
周波数が下がるため、ピークは短時間で、間隔が遠く離れま
す。この条件で主に問題となる点は、出力インダクタが飽和せ
ず、スイッチが同時に高電流で高電圧降下になる安全でない
動作状態に強制されることです。CAPとOUTの間の電流セン
ス抵抗が短絡するか、またはCAPピンがグランドに短絡する
と、ピーク出力電流は内部スイッチ電流制限（これは1.5Aに達
することがあります）によって制限されます。

LEDが開放回路になると、FBに接続されたR1-R2抵抗分割
器を通る電圧制御ループが制御を受け継ぎ、出力電圧がVIN

近くまで急上昇するのを防ぎます。望みの開放回路の電圧を
CAPピンとOUTピンの絶対最大値より低いが、プログラムされ
た｢明｣電流でのLEDの最大可能順方向電圧降下より十分
上の電流値にプログラムします。

逆入力保護
システムによっては、LT3592に入力が加わっていないとき出力
が高く保持されます。それはバッテリ充電アプリケーションま
たはバッテリや他の電源がLT3592の出力とダイオードOR結
合されているバッテリ・バックアップ・システムで発生すること
があります。VINピンがフロート状態で、SHDNピンが（ロジック
信号によって、あるいはVINに接続されていて）“H”に保持され
ていると、SWピンを通してLT3592の内部回路に静止電流が
流れます。この状態で数mAの電流を許容できるシステムであ
ればこれは問題ありません。 

RUN

VSW
10V/DIV

VOUT
5V/DIV

50µs/DIV

IL
500mA/DIV

VSW
10V/DIV

VOUT
5V/DIV

50µs/DIV

IL
500mA/DIV

SHDN

GND

LT3592

LT3592

3592 F07a

RUN

15k

0.1µF

SHDN

GND

3592 F07b

図7．LT3592をソフトスタートさせるには抵抗とコンデンサをSHDNピンに追加する。
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図9．入力ネットワークを正しく選択すると、給電中の電源にLT3592を接続したとき
入力電圧のオーバーシュートを防ぎ、信頼性の高い動作を保証する
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SHDNピンを接地すればSWピンの電流は実質的にゼロに低
下します。ただし、出力を高く保持した状態でVINを接地する
と、出力からSWピンおよびVINピンを通ってLT3592内部の寄
生ダイオードに大きな電流が流れる可能性があります。入力
電圧が与えられているときだけ動作し、短絡入力や逆入力に
対して保護する回路を図8に示します。

安全な活線挿入
セラミック・コンデンサはサイズが小さく、堅牢でインピーダン
スが低いので、LT3592の回路の入力バイパス・コンデンサに
最適です。ただし、LT3592が給電中の電源に挿入されると、こ
れらのコンデンサが問題を生じることがあります（詳細につい
ては弊社の「アプリケーションノート88」を参照）。低損失のセ
ラミック・コンデンサは電源に直列の浮遊インダクタンスと結
合して減衰しにくいタンク回路を形成し、LT3592のVINピンの
電圧に公称入力電圧の2倍に達するリンギングを生じる可能
性があり、このリンギングがLT3592の定格を超えてデバイスに
損傷を与えるおそれがあります。入力電源の制御が十分でな
かったり、ユーザーがLT3592を給電中の電源に差し込んだり
する場合、このようなオーバーシュートを防ぐように入力ネット
ワークを設計する必要があります。

LT3592の回路が32Vの電源に6フィートの24番ゲージのより
対線で接続される場合に生じる波形を図9に示します。最初の
プロットは入力に1μFのセラミック・コンデンサを使った場合の
応答です。入力電圧は56Vに達するリンギングを生じ、入力電
流のピークは16Aに達します。

タンク回路を減衰させる1つの方法として、直列抵抗とともにコ
ンデンサをもう１個回路に追加します。図9bではタンタル・チッ
プ・コンデンサが追加されています。このコンデンサは等価直
列抵抗（ESR）が大きいので回路の過渡応答が減衰し、電圧
オーバーシュートが抑えられます。追加コンデンサはおそらく
回路内で最大の部品となるでしょうが、低周波リップルのフィ
ルタ機能を改善し、回路の効率をわずかに改善することがで
きます。代替ソリューションを図9cに示します。電圧オーバー
シュートを抑えるため1Ω抵抗が入力に直列に追加されていま
す（ピーク入力電流も下がります）。0.1μFのコンデンサにより
高周波フィルタ機能が改善されています。このソリューション
はタンタル・コンデンサの場合よりもサイズが小さく安価です。
高い入力電圧の場合、1Ω抵抗の効率に与える影響は小さく、
32Vで動作している「明」モードの2個の直列赤色LED負荷の
場合、効率低下は0.5%以下です。

周波数補償
LT3592は、電流制御ループと電圧制御ループのどちらがアク
ティブであるかに関わらず、電流モード制御を使ってループを
安定化します。これにより、ループ補償が簡素化されます。特
に、LT3592は安定動作のために出力コンデンサのESRを必要
としないので、セラミック・コンデンサを使用して出力リップル
を下げ、回路のサイズを小さくすることができます。低ESRの
出力コンデンサは一般にESRが高いこと以外は同等のコンデ
ンサに比べて回路の安定性のマージンを大きくします。ただ
し、ESRが高いほどループの応答が速くなる傾向があります。
LT3592の（電流モードと電圧モードの両方の）制御ループの
等価回路を図10に示します。両方とも同じ誤差アンプと電力
セクションを使いますが、出力電流制御を実現するには、追加
の電圧利得アンプが外部電流センス抵抗と一緒に使われま
す。誤差アンプは出力インピーダンスが有限のトランスコンダ
クタンス・タイプです。モジュレータ、パワー・スイッチおよびイ
ンダクタで構成される電源部分はVCノードの電圧に比例した
出力電流を発生するトランスコンダクタンス・アンプとしてモデ
ル化されます。出力コンデンサはこの電流を積分し、VCノード
のコンデンサ（CC）は誤差アンプの出力電流を積分するので
ループに2つのポールが生じることに注意してください。 

図10．ループ応答モデル
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Rcはゼロを1つ生じます。推奨出力コンデンサを使うとループ
のクロスオーバーはRCCCのゼロより上に生じます。この簡単
なモデルは、インダクタの値が大きすぎず、ループのクロスオー
バー周波数がスイッチング周波数よりはるかに低い限り有効
です。大きなセラミック・コンデンサはESRが低く、これを使うと
クロスオーバーを下げることができ、帰還分割器の両端に位
相リード・コンデンサ（CPL）を使うと過渡応答を改善すること
ができます。大きな電解コンデンサのESRは追加のゼロを生
じるのに十分なほど大きいことがあり、位相リード・コンデン
サは不要かもしれません。出力コンデンサが推奨コンデンサ
と異なる場合、「明」と「暗」の電流モード、FBを介した電圧制
御、入力電圧、温度など全ての動作条件にわたって安定性を
チェックします。

PCBのレイアウト
動作を最適化し、EMIを最小にするには、プリント回路基板の
レイアウト時に注意が必要です。推奨部品配置とトレース、グ
ランド・プレーンおよびビアの位置を図11に示します。大きな
スイッチング電流がLT3592のVINピンとSWピン、キャッチ・ダ
イオード（D1）および入力コンデンサ（C2）を流れることに注意
してください。これらの部品が形成するループはできるだけ小
さくし、1箇所でシステム・グランドに接続します。これらの部品
とインダクタおよび出力コンデンサは回路基板の同じ側に配
置し、それらをその層で接続します。これらの部品の下には切

れ目のないローカル・グランド・プレーンを配置し、このグラン
ド・プレーンをシステム・グランドに1箇所で（理想的には出力
コンデンサC1のグランド端子のところで）接続します。SWノー
ドとBOOSTノードはできるだけ小さくします。最後に、FBノー
ドを小さくして、グランド・ピンとグランド・トレースがFBノード
をSWノードとBOOSTノードからシールドするようにします。
LT3592のGND露出パッドの近くにビアを置き、LT3592からの
熱がグランド・プレーンに放散しやすくします。

高温に関する検討事項
LT3592のダイ温度は125℃の最大定格より低くなければなり
ません。これは、周囲温度が85℃を超えない限り一般に心配
いりません。もっと高い温度では、回路のレイアウトに一層注
意してLT3592に十分なヒートシンクを与えます。最大負荷電
流は周囲温度が125℃に近づくにつれディレーティングしま
す。ダイ温度はLT3592の電力損失に接合部から周囲への熱
抵抗を掛けて計算します。LT3592内部の電力損失は効率測
定から計算される総電力損失からキャッチ・ダイオードの損
失を差し引いて推測することができます。その結果得られる最
大負荷での温度上昇は入力電圧にほとんど依存しません。熱
抵抗は回路基板のレイアウトに依存しますが、(3mm×2mm) 

DFN (DDB10)パッケージの場合は76℃/Wが標準的な値であ
り、MS10Eパッケージの場合は38℃/Wが標準的な値です。

図11．適切な低EMI動作を保証する優れたPCBレイアウト
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図12．電圧モードで50mAから500mAへ、さらに再び50mAへと電流が変るときのスイッチング過渡

高い出力電圧
高い出力電圧では、出力コンデンサの選択は特に重要になり
ます。ケースサイズの小さなセラミック・コンデンサの多くは、
最大電圧能力のずっと下で定格容量の多くを失います。電
圧定格の低いコンデンサがあるデザインで安定しないことが
分ったら、同じ容量で電圧定格が高いものを選択するよりも、
同じ電圧定格で容量が大きなコンデンサを選択する方がソ
リューションのサイズが小さくなることがよくあります。たとえ
ば、4.7μF、10Vのコンデンサがあるアプリケーションで適当で
ないと分った場合、10μF、10Vのセラミック・コンデンサの方が
4.7μF、16Vのコンデンサより小さいことがあります。LT3592HV

は最大25Vまでの継続する出力電圧に耐えることができま
す。12Vを超える出力の場合、図１３に示すように、アノードを
CAP、カソードをBOOSTに接続した、昇圧回路用外部ショッ
トキー・ダイオードを使います。

電圧制御ループの過渡性能
電圧制御ループの過渡特性は電流制御ループに似ています
が、全く同じではありません。6.8μHのインダクタと4.7μFのセ
ラミック出力コンデンサを使い、900kHzで動作する12V入力
のアプリケーションの過渡を図12に示します。LT3592は「明」
モード（500mA）ですが、電流負荷は50mAから450mAへ、さ
らに再び50mAへと切り替えられるので、電流制御ループはど
ちらの電流レベルでもアクティブではなく、出力電圧はFBピン
に接続された抵抗分割器を通して安定化されます。

リニアテクノロジー社の他の出版物
アプリケーションノートAN19、AN35およびAN44には降圧レ
ギュレータと他のスイッチング・レギュレータの詳細な説明と
設計情報が含まれています。LT1376のデータシートには出力
リップル、ループ補償および安定性のテストに関する広範な説
明が与えられています。デザインノートDN100には降圧レギュ
レータを使った両極出力電圧を発生させる方法が示されてい
ます。
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ILED
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図13．12Vを超える出力電圧向けに外部ショットキー・ダイオードを装備した昇圧回路

VIN

CAP
BOOST

GND

SW

DA
BATT

LT3592

D2

C3

3592 F13



LT3592

21
3592fc

標準的応用例
VOUTが低いため昇圧ダイオードをVINに接続した1個の赤色LED用ドライバ
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パッケージ
DDBパッケージ 

10ピン・プラスチックDFN (3mm×2mm)
(Reference LTC DWG # 05-08-1722 Rev Ø)

2.00 ±0.10
(2 SIDES)

0.40 ± 0.10

0.64 ± 0.05
(2 SIDES)

0.75 ±0.05

R = 0.115
TYPR = 0.05

TYP

2.39 ±0.05
(2 SIDES)

3.00 ±0.10
(2 SIDES)

15

106

0.200 REF

0 – 0.05

(DDB10) DFN 0905 REV Ø

0.25 ± 0.05

2.39 ±0.05
(2 SIDES)

0.64 ±0.05
(2 SIDES)

1.15 ±0.05

0.70 ±0.05

2.55 ±0.05

0.25 ± 0.05
0.50 BSC0.50 BSC

NOTE： 
1. 図面はJEDECのパッケージ外形MO-229のバージョン（WECD-1）に適合
2. 図は実寸とは異なる
3. 全ての寸法はミリメートル
4. パッケージ底面の露出パッドの寸法にはモールドのバリを含まない。
 モールドのバリは（もしあれば）各サイドで0.15mmを超えないこと
5. 露出パッドは半田メッキとする
6. 網掛けの部分はパッケージのトップとボトムのピン1の位置の参考に過ぎない

底面図―露出パッド

ピン1バーの
トップマーク

（NOTE 6を参照）

推奨する半田パッドのピッチと寸法

パッケージ
の外形

ピン1 
R = 0.20または
0.25×45°の
面取り
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リニアテクノロジー・コーポレーションがここで提供する情報は正確かつ信頼できるものと考えておりますが、その使用に関する責務は一切負い
ません。また、ここに記載された回路結線と既存特許とのいかなる関連についても一切関知いたしません。なお、日本語の資料はあくまでも参考資
料です。訂正、変更、改版に追従していない場合があります。最終的な確認は必ず最新の英語版データシートでお願いいたします。

パッケージ
MSEパッケージ

10ピン・プラスチックMSOP
(Reference LTC DWG # 05-08-1664)

MSOP (MSE) 0908 REV C

0.53 ± 0.152
(.021 ± .006)

0.18
(.007)

1.10
(.043)
MAX

0.17 – 0.27
(.007 – .011)

TYP

0.86
(.034)
REF

0.50
(.0197)

BSC

1 2 3 4 5

4.90 ± 0.152
(.193 ± .006)

0.497 ± 0.076
(.0196 ± .003)

REF
8910

10

1

7 6

3.00 ± 0.102
(.118 ± .004)

(NOTE 3)

3.00 ± 0.102
(.118 ± .004)

(NOTE 4)
0.254
(.010) 0° – 6° TYP

DETAIL “A”

DETAIL “A”

5.23
(.206)
MIN

3.20 – 3.45
(.126 – .136)

0.889 ± 0.127
(.035 ± .005)

0.305 ± 0.038
(.0120 ± .0015)

TYP

2.083 ± 0.102
(.082 ± .004)

2.794 ± 0.102
(.110 ± .004)

0.50
(.0197)

BSC

1.83 ± 0.102
(.072 ± .004)

2.06 ± 0.102
(.081 ± .004)

0.1016 ± 0.0508
(.004 ± .002)

DETAIL “B”

0.05 REF

0.29
REF

シーティング・
プレーン

ゲージ・プレーン

DETAIL “B”
コーナーテールは

リードフレームの特徴の一部
参考のみ

測定を目的としない

NOTE： 
1. 寸法はミリメートル/（インチ）
2. 図は実寸とは異なる
3. 寸法にはモールドのバリ、突出部、またはゲートのバリを含まない。
 モールドのバリ、突出部、またはゲートのバリは、各サイドで0.152mm（0.006"）を超えないこと
4. 寸法には、リード間のバリまたは突出部を含まない。
 リード間のバリまたは突出部は、各サイドで0.152mm（0.006"）を超えないこと
5. リードの平坦度（整形後のリードの底面）は最大0.102mm (0.004") であること

推奨半田パッド・レイアウト

露出パッド・オプションの底面
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関連製品

33µH

158k

3592 TA05

4.7µF

WHITE LEDs

1µF

0.4Ω

10k

0.1µF

MBRA140

BAS40

VIN

SHDN

BRIGHT

RT

BOOST

SW

DA
CAP

OUT

VFB

LT3592

GND

BRIGHT

140k
900kHz

VIN
24V TO 36V

ONOFF

標準的応用例
外部昇圧ダイオードを装備した５個の白色LED用ドライバ

製品番号 説明 注釈
LT1932 定電流、1.2MHz、高効率白色LED昇圧レギュレータ VIN(MIN) = 1V、VIN(MAX) = 10V、VOUT(MAX) = 34V、 

調光：アナログ/PWM、ISD < 1μA、ThinSOT™パッケージ
LT3465/ 
LT3465A

定電流、1.2/2.7MHz、高効率白色LED昇圧レギュレータ、 
ショットキー・ダイオード内蔵

VIN(MIN) = 2.7V、VIN(MAX) = 16V、VOUT(MAX) = 34V、 
調光：アナログ/PWM、ISD < 1μA、ThinSOTパッケージ

LT3466/ 
LT3466-1

デュアル定電流、2MHz、高効率白色LED昇圧 
レギュレータ、ショットキー・ダイオード内蔵

VIN(MIN) = 2.7V、VIN(MAX) = 24V、VOUT(MAX) = 40V、 
調光：5mA、ISD < 16μA、3mm×3mm DFN-10パッケージ

LT3474/ 
LT3474-1

36V、1A (ILED)、2MHz降圧LEDドライバ VIN(MIN) = 4V、VIN(MAX) = 36V、VOUT(MAX) = 13.5V、調光：400：1 
True Color PWM、ISD < 1μA、TSSOP16Eパッケージ

LT3475/ 
LT3475-1

デュアル1.5A(ILED)、36V、2MHz、降圧LEDドライバ VIN(MIN) = 4V、VIN(MAX) = 36V、VOUT(MAX) = 13.5V、調光：3,000：1 
True Color PWM、ISD < 1μA、TSSOP20Eパッケージ

LT3476 クワッド出力1.5A、2MHz高電流LEDドライバ、 
1,000：1の調光付き

VIN(MIN) = 2.8V、VIN(MAX) = 16V、VOUT(MAX) = 36V、調光：1,000：1  
True Color PWM、ISD < 10μA、5mm×7mm QFN-10パッケージ

LT3478/ 
LT3478-1

4.5A、2MHz高電流LEDドライバ、3,000：1の調光付き VIN(MIN) = 2.8V、VIN(MAX) = 36V、VOUT(MAX) = 40V、調光：3,000：1  
True Color PWM、ISD < 10μA、5mm×7mm QFN-10パッケージ

LT3486 デュアル1.3A、2MHz、高電流LEDドライバ VIN(MIN) = 2.5V、VIN(MAX) = 24V、VOUT(MAX) = 36V、調光：1,000：1  
True Color PWM、ISD < 1μA、5mm×3mm DFN、TSSOP-16Eパッケージ

LT3491 定電流、2.3MHz、高効率白色LED昇圧レギュレータ、 
ショットキー・ダイオード内蔵

VIN(MIN) = 2.5V、VIN(MAX) = 12V、VOUT(MAX) = 27V、調光：300：1  
True Color PWM、ISD < 8μA、2mm×2mm DFN-6、SC70パッケージ

LT3496 トリプル出力750mA、2.1MHz高電流LEDドライバ、 
3,000：1の調光付き

VIN(MIN) = 3V、VIN(MAX) = 30V、VOUT(MAX) = 40V、調光：3,000：1  
True Color PWM、ISD < 1μA、4mm×5mm QFN-28パッケージ

LT3497 デュアル2.3MHz、フル機能のLEDドライバ、ショットキー・ 
ダイオード内蔵、250：1 True Color PWM調光付き

VIN(MIN) = 2.5V、VIN(MAX) = 10V、VOUT(MAX) = 32V、調光：250：1  
True Color PWM、ISD < 12μA、2mm×3mm DFN-10パッケージ

LT3498 20mA LEDドライバおよびOLEDドライバ、 
ショットキー・ダイオード内蔵

VIN(MIN) = 2.5V、VIN(MAX) = 12V、VOUT(MAX) = 32V、調光：アナログ/ 
PWM、ISD < 8.5μA、2mm×3mm DFN-10パッケージ

LT3517 1.3A、2.5MHz高電流LEDドライバ、3,000：1の調光付き VIN(MIN) = 3V、VIN(MAX) = 30V、調光：3,000：1  
True Color PWM、ISD < 1μA、4mm×4mm QFN-16パッケージ 

LT3518 2.3A、2.5MHz高電流LEDドライバ、3,000：1の調光付き VIN(MIN) = 3V、VIN(MAX) = 30V、調光：3,000：1  
True Color PWM、ISD < 1μA、4mm×4mm QFN-16パッケージ

LT3590 48V、850kHz、50mA降圧LEDドライバ VIN(MIN) = 4.5V、VIN(MAX) = 50V、調光：0.4、 
ISD < 15μA、2mm×2mm DFN-6、SC70パッケージ

LT3591 定電流、1MHz、高効率白色LED昇圧レギュレータ、 
ショットキー・ダイオード内蔵、80：1 True Color PWM調光付き

VIN(MIN) = 2.5V、VIN(MAX) = 12V、VOUT(MAX) = 40V、調光：80：1  
True Color PWM、ISD < 9μA、3mm×2mm DFN-8パッケージ

ThinSOTはリニアテクノロジー社の商標です。


